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平成 22 年 6 月 30 日、仙台市において、東北大学が教育関係共同利用拠点に認定されたことを記念
したシンポジウムが開催された。ちなみに、2009 年度に創設された「教育関係共同利用拠点」認定制
度において、教職員の組織的な研修等の実施機関（FD・SD センター）として、東北大のほか、京都大、




 要点としては、若手教員や TA の教育力が必要であり、彼らの教育力は経験によって培われるもので






るべきではないかとの発言があり、基準として以下の 4 項目が提示された。 
  ①自分で研究テーマを見出したか。 
  ②自分で研究方法を構築したか。 
       ③自分の研究について自分の言葉で他人を納得させられるコミュニケーション能力と表現力が 
        あるか。 
































科目として開講されるほか、京都大学でも 1 日コースのプレ FD プログラム（「大学院生のための教育
実践講座」）が数年前から実施されている。PFFP は、TA の実質化と絡めて、大学院教育・大学院 FD
の一要素として重要な位置を占めることになろう。ただし、大学教員市場が縮小する中で、地方大学
や小規模大学がどのように取り入れ、活用していくかについては、個々の大学の人材育成方針等に沿
った捉え方が必要であることに留意すべきである。   
（文責：センター客員研究員、北陸先端科学技術大学院大学 
大学院教育イニシアティブセンター特任助教  林 透） 
